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2014 年 12 月 24 日 

株式会社アイズファクトリー 

データドリブンの可能性 

 

おせんべいを食べると外国人くる？こない？  

外国人旅行者 532 万人増の期待。※１ 

オープンデータから見えてくるもの 

 

株式会社アイズファクトリー（東京都千代田区、代表取締役：大場智康、以下「アイズファクトリ

ー」）は、サービス提供しているオープンデータ用自動解析ツール bodais を利用して訪日外国人旅行

者数について調査いたしました。 

 現在、経済構造の変革を促すデータドリブンイノベーションについては、経済産業省を中心として

企業オープンデータの取組を模索している。今回は、各省庁や都道府県より発表されている各種デー

タを用いたユニークな方法で、日本人旅行者に対する外国人旅行者の割合と公開データの関連に着目

しながら、外国人旅行者の割合が多いグループと少ないグループの違いの分析を試みた。 

 

■データドリブンでの発見 

 外国人旅行者の多さは以下のデータ項目と関連がある。 

 ・地域内での自動車利用や、ガソリン、部品などの支出 

・鉄道、バスなどの公共利用額 

 ・転入率、転出率の割合 

 ・せんべいやだいこん漬けの消費量 

 

地域内移動における状態や生活環境が、外国人旅行者誘致の施策のヒントになる可能性が確認でき

た。分類されたグループ内で成功している地域の取組が「外国人旅行者誘致」の参考になり得る。公

共交通の利用促進や利便性の向上は、地域住民にとって「住んでよし」という環境を作り、観光資源

との連携をはかることが外国人旅行者にとっても「訪れてもよし」につながる可能性がある。 

 日本人旅行者をひきつける各地域のポテンシャルを活用し、日本人旅行者数の 1％を目標に外国人

旅行者の訪問を増加させることが出来れば、532 万人※１の外国人旅行者増加が期待できる。 

 

【外国人旅行者の割合が多い地域】 沖縄県、京都府、千葉県、大阪府、東京都、神奈川県 

特徴： 公共交通の充実、自動車関連の出費が少ない、転入率が高い 

【外国人旅行者の割合が少ない地域】 山形県、福島県、秋田県、新潟県、福井県 

特徴： 自動車利用。他県と比べて有料道路などの利用は低い。住民の転出超過が目立つ 
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■利用した公開データ 

 以下の 779 個の変数 

 

１．年間訪日外国人数および日本人観光客数 

平成 24 年 共通基準による観光入込客統計 （観光庁観光戦略課調査室）/42 都道県 

（ただし、富山県、福井県、京都府、大阪府、福岡県は上記データがない為下記のデータ使用） 

富山県 平成 22 年度 共通基準による観光入込客統計（観光庁観光戦略課調査室） 

福井県 平成 24 年 福井県観光客入込数 （福井県観光営業部観光振興課） 

京都府 平成 22・24 年 京都府観光入込客調査報告書（京都府商工労働観光部観光課） 

大阪府 平成 22 年 大阪府観光統計調査（大阪府府民文化部都市魅力創造局国際交流・観光課） 

福岡県 平成 24 年 福岡県観光客推計調査（福岡県商工部観光・物産振興課） 

 

２．外国人国籍別宿泊者数の調査 

  宿泊旅行統計調査報告書 平成 24 年 1 月～12 月分（年の確定値） 

  （観光庁観光戦略課調査室） 

 

３．品目別家計年間消費金額 

平成 24 年 家計調査（家計収支編 総世帯 詳細結果表） 

（総務省統計局統計調査部消費統計課） 

 

４．転入転出者数 

平成 24 年 住民基本台帳人口移動報告（総務省統計局統計調査部国勢統計課） 

 

５．耐久消費財普及率 

平成 21 年 全国消費実態調査（全国 主要耐久消費財編 報告書掲載表） 

（総務省統計局統計調査部消費統計課）  

 

６．産業別就業者数 

平成 22 年 国勢調査都道府県・市区町村別統計表（総務省統計局統計調査部国勢統計課） 
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 日本人  外国人 
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 日本人  外国人 

■県別日本人旅行者数と外国人旅行者数 現状と試算 （累計訪日外国人数はのべ人数） 

１）【現状】現在の都道府県別旅行者 （日本人／外国人）    

訪日外国人数 のべ 1,927 万人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）【試算】日本人旅行者数の１％程度の外国人旅行者を誘致した場合の効果 （現状１％以上の県はそのまま） 

訪日外国人数 のべ 2,459 万人 （＋532 万人）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千人） （千人） 

（千人） （千人） 

外国人 日本人 外国人 日本人

北海道 757 51,952 滋賀県 85 19,729

青森県 57 13,831 京都府 1,202 76,741

岩手県 71 12,788 大阪府 2,349 156,830

宮城県 62 30,446 兵庫県 261 69,997

秋田県 13 10,393 奈良県 135 19,229

山形県 18 16,546 和歌山県 88 11,834

福島県 27 21,700 鳥取県 34 7,632

茨城県 111 32,467 島根県 12 11,175

栃木県 178 42,049 岡山県 61 13,161

群馬県 63 29,032 広島県 263 22,771

埼玉県 45 100,000 山口県 80 17,213

千葉県 1,584 84,436 徳島県 21 9,393

東京都 5,563 469,259 香川県 32 15,431

神奈川県 732 70,414 愛媛県 33 13,522

新潟県 54 29,465 高知県 13 6,310

富山県 93 11,982 福岡県 759 106,737

石川県 135 12,079 佐賀県 37 12,982

福井県 27 9,774 長崎県 247 14,130

山梨県 773 26,578 熊本県 302 24,427

長野県 238 37,634 大分県 494 17,043

岐阜県 257 35,936 宮崎県 194 13,705

静岡県 366 62,205 鹿児島県 155 16,313

愛知県 752 92,871 沖縄県 376 10,092

三重県 66 27,424 合計 19,275 2,017,658

年間観光客数（千人）

外国人 日本人 外国人 日本人

北海道 757 51,952 滋賀県 197 19,729

青森県 138 13,831 京都府 1,202 76,741

岩手県 127 12,788 大阪府 2,349 156,830

宮城県 304 30,446 兵庫県 700 69,997

秋田県 104 10,393 奈良県 192 19,229

山形県 165 16,546 和歌山県 118 11,834

福島県 217 21,700 鳥取県 76 7,632

茨城県 324 32,467 島根県 111 11,175

栃木県 420 42,049 岡山県 131 13,161

群馬県 290 29,032 広島県 227 22,771

埼玉県 1,000 100,000 山口県 172 17,213

千葉県 1,584 84,436 徳島県 93 9,393

東京都 5,563 469,259 香川県 154 15,431

神奈川県 732 70,414 愛媛県 135 13,522

新潟県 294 29,465 高知県 63 6,310

富山県 119 11,982 福岡県 1,067 106,737

石川県 135 12,079 佐賀県 129 12,982

福井県 98 9,774 長崎県 247 14,130

山梨県 773 26,578 熊本県 302 24,427

長野県 376 37,634 大分県 494 17,043

岐阜県 359 35,936 宮崎県 194 13,705

静岡県 622 62,205 鹿児島県 163 16,313

愛知県 928 92,871 沖縄県 376 10,092

三重県 274 27,424 合計 24,595 2,017,658

年間観光客数（千人）
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グループ別 訪日外国人国籍 

中国 

台湾 

アメリカ 

韓国 

香港 

タイ 

オーストラリア 

シンガポール 

イギリス 

フランス 

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、 公共交通が充実している

都市型 愛知県、京都府、大阪府、沖縄県 自動車の利用が少ない

転入超過となってる

※北海道、宮城県、兵庫県、※広島県 中心部での交通網は充実している

コンパクトシティー型 愛媛県、高知県、佐賀県、※長崎県 自動車、オートバイ利用が多い

※熊本県、※大分県、※宮崎県、鹿児島県 バス、タクシーの利用金額が多い

富山県、静岡県、滋賀県、奈良県 バス・タクシーの支出が少ない

中間型 和歌山県、島根県、山口県、福岡県 鉄道利用の支出が多い

自動車利用が多い

茨城県、群馬県、山梨県、岐阜県 近隣にある都市への交流が盛ん

都市近郊型 三重県、岡山、徳島県、香川県 自動車利用が中心

有料道路の利用金額が多い

青森県、岩手県、秋田県、山形県 都市へのアクセスが不便

広域型 福島県、栃木県、新潟県、石川県 自動車利用が中心

福井県、長野県、鳥取県 転出超過が目立つ

外国人旅行者の

割合が多い

外国人旅行者の

割合混在

※割合多い県

外国人旅行者の

割合が少ない

■外国人旅行者の割合と地域データによるグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ別の訪日外国人数（国籍別） 
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 ― 外国人旅行者の割合が多い － 

 

１． 都市型 （ 埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、京都府、大阪府、沖縄県 ） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■このグループの特徴 

・自家用車の保有率が少なくガソリンなど自動車関連の支出が少ない。 

・電車運賃、バス代への支出が多い。 

・転入率が高い。 

・欧米と中国からの旅行者が多い。 

 沖縄県を除き公共交通機関や都市間の交通網が発達していて外国人旅行者が利用しやすい環境にあ

る。京都府や沖縄県は観光資源も豊富である。また、千葉県、東京都、大阪府ではレジャー施設や買

い物目的の訪日客に域内観光との相乗効果が出ている模様。国内でも転入者が多い地域であり、「利便

性」はやはり旅行者誘致には必須である。 

 

■主な観光地 

 埼玉県  川越の町並、長静渓谷、鉄道博物館、東武動物公園 

千葉県  東京ディズニーランド、マザー牧場、成田山、海ほたる 

東京都  東京スカイツリー、東京タワー、浅草寺、高尾山、明治神宮、秋葉原 

神奈川県 横浜中華街、箱根、鎌倉、江の島 

愛知県  名古屋城、リニア・鉄道館、徳川園、岡崎城 

京都府  清水寺、金閣寺、平等院、嵐山、二条城、東寺 

大阪府  通天閣、ユニバーサルスタジオ、大阪城、道頓堀 

沖縄県  首里城、国際通り、美ら水族館、今帰仁村 
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２．コンパクトシティ型 （ 北海道、宮城県、兵庫県、広島県、愛媛県、高知県、佐賀県、長崎県、 

熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■このグループの特徴 

・バス、タクシーの支出が高く、航空運賃の支出も高い。 

・自動車の利用率も高い。 

・観光資源が豊富である。 

・台湾、韓国、香港、シンガポール、中国と東アジア中心の外国人旅行者が多い。 

 

 このグループは全体的に多くの観光資源がある。九州地方が多く分類されているので、東アジアの

旅行者が多い。また、来訪旅行者が多い地域へのアピール活動も盛んに行われている。認知率の高さ

が旅行者数につながっていると考えられる。兵庫県は国内旅行者のポテンシャルを活かしきれていな

い。交通環境からは都市型に次ぐポテンシャルをもっており、多くの外国人旅行者を誘致できている

県のアピール活動等を参考にできる可能性がある。 

 

■主な観光地 

北海道  函館、旭山動物園、札幌、知床、同爺湖、小樽 

宮城県  松島、青葉城址、蔵王、鳴子温泉 

兵庫県  姫路城、南京町、神戸ポートタワー、明石海峡大橋 

広島県  厳島神社、平和記念資料館、尾道、広島城 

愛媛県  道後温泉本館、松山城、今治城、坂の上の雲ミュージアム 

高知県  桂浜、高知城、四万十川、足摺岬、日曜市 
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（千人） (千人） コンパクトシティ型 日本人 
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佐賀県  伊万里、唐津、呼子の朝市、佐賀城跡、吉野ヶ里歴史公園 

長崎県  ハウステンボス、グラバー園、平和公園、雲仙 

熊本県  熊本城、阿蘇山、黒川温泉、天草、通潤橋 

大分県  別府温泉、由布院温泉、金鱗湖、くじゅう花公園 

宮崎県  高千穂峡、鵜戸神社、青島、都井岬、鬼の洗濯板 

鹿児島県 桜島、霧島神社、屋久島、指宿温泉 
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富山県 静岡県 滋賀県 奈良県 和歌山県 島根県 山口県 福岡県 

（千人） (千人） 中間型 日本人 

外国人 

 ― 外国人旅行者の割合が少ない － 

 

３． 中間型 （ 富山県、静岡県、滋賀県、奈良県、和歌山県、島根県、山口県、福岡県 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■このグループの特徴 

・バス、タクシーの支出が少なく、鉄道運賃の支出が多い。 

・自動車の利用率が高く、有料道路などの支出も高い。 

・オートバイの利用率も高く、駅前などの駐車場の利用も高い。 

 

 グループ内での傾向に若干の開きがあるが、地域内での移動は活発である。観光資源のポテンシャ

ルもあり、地域内の観光資源を海外にどうアピールしていくかが課題といえそうである。外国人旅行

者への取組では福岡県が経年に渡り取り組みつづけ実績がでている。 

 

■主な観光地 

富山県  黒部ダム、黒部峡谷、相倉合掌造り集落、富士城址公園、雨晴海岸 

静岡県  富士山、伊豆（温泉）、富士サファリパーク、御殿場 

滋賀県  彦根城、琵琶湖、近江八幡、比叡山 

奈良県  東大寺、奈良公園、法隆寺、長谷寺、薬師寺 

和歌山県 高野山、熊野本宮社、那智大滝、白浜 

島根県  出雲大社、松江城、足立美術館、温泉津温泉 

山口県  錦帯橋、秋芳洞、角島、松陰神社 

福岡県  キャナルシティ博多、太宰府天満宮、門司港レトロ地区 
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４．都市近郊型 （ 茨城県、群馬県、山梨県、岐阜県、三重県、岡山県、徳島県、香川県 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■このグループの特徴 

・自動車の利用率が高く、ガソリン代、自動車部品代などの支出が多い。 

・有料道路への支出が最も高い。航空運賃の支出が最も低い。 

・タイからの旅行者のうち約１割がこのグループへの訪問である。 

 

 都市型地域の近隣県が多く、移動には高速道路等の利用が便利な地域が多い。徳島県、香川県は本

州四国連絡橋の利用が支出高になっているものと考えられる。このグループでは、空港も港湾も持た

ない山梨県がターゲット国を絞ったプロモーションで効果を上げている。日本人には馴染み深い観光

資源も外国人にくわかりにくいところもある。「食」や「体験」などわかりやすいプロモーションで外

国人旅行者の興味を引き付けるのも施策のひとつになりそうである。 

■主な観光地 

茨城県  筑波山、国営ひたち海浜公園、袋田の滝、大洗 

群馬県  草津温泉、尾瀬ヶ原、谷川岳、伊香保温泉、群馬サファリパーク 

山梨県  富士山、河口湖、山中湖、昇仙峡、ワイン 

岐阜県  白川郷萩町合掌造り、高山町並、新穂高岳、馬籠宿 

三重県  伊勢神宮、鈴鹿サーキット、志摩スペイン村、ミキモト真珠島 

岡山県  倉敷、岡山後楽園、岡山城、瀬戸大橋 

徳島県  鳴門海峡、阿波おどり、祖谷のかずら橋、眉山 

香川県  金刀非羅宮、直島、栗林公園、うどん 
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５．広域型 （ 青森県、岩手県、秋田県、山形県、福島県、栃木県、新潟県、石川県、 

福井県、長野県、鳥取県 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■このグループの特徴 

・電車運賃の支出が少ない、もしくは鉄道が整備されていない。 

・自動車交通の依存度が高い。 

・転出率も高く人口減が続いている。 

 

 日本人旅行者も他グループに比べ少ない。交通インフラの不整備、もしくはインフラ活用ができて

いない。地域内の観光資源のアピールが国内向けにも力を出し切れていない可能性がある。交通整備

には莫大な費用と歳月もかかる。先ずは観光資源の認知や活用の検討が期待される。「日本食」にも 

世界的な関心が出始めているので、「ゆっくりした時間」、「日本ながらの生活の知恵」等、地域内での

生活の中で気がついていない「資源」が外国人旅行者を呼び込めるきっかけになるかもしれない。 

 

■主な観光地 

青森県  ねぶた祭り、奥入瀬渓流、弘前城、白神山地、恐山 

岩手県  中尊寺、宮沢賢治記念館、小岩井農場、浄土ヶ浜 

秋田県  武家屋敷通り、乳頭温泉郷、男鹿真山伝承館、田沢湖 

山形県  蔵王温泉、山形城跡、羽黒山、山居倉庫、銀山温泉 

福島県  若松城、五色沼、大内宿、スパリゾートハワイアンズ、猪苗代湖 

栃木県  日光東照宮、中禅寺湖、鬼怒川、那須、あしかがフラワーパーク 

新潟県  高田公園、佐渡金山、燕温泉、瓢湖 
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石川県  兼六園、白米の千枚田、輪島朝市、湯涌温泉 

福井県  東尋坊、氣比神社、永平寺、三方五湖 

長野県  上高地、松本城、善光寺、諏訪湖、奈良井宿 

鳥取県  鳥取砂丘、水木しげるロード、白壁土蔵群、三徳山三佛寺 
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■「せんべい、だいこん漬の消費量」との関連について 

 交通環境以外のデータ因果では「せんべいの消費量」「だいこん漬の消費量」という因子も発見でき

た。分析からはせんべい・だいこんの消費量が外国人旅行者に負の要因として働くという結果であっ

た。もちろん「おせんべいを県民が食べると旅行者が減る」ということではない 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表は消費金額が多い県と少ない県それぞれ 10 位までを表示したものである。地域の生産品目や食文

化、気候などとの関連がある可能性がある。いずれも九州地域では消費金額が低いのはそれに代わる

食べ物があること等も考えられる。データをそのまま鵜吞みにすることは、分析において大変危険な

ことである。このように一見しただけでは意味がわからない場合は、そのデータがもつ意味や背景、

データ収集時の環境などにも目を配ることがデータサイエンスでは肝要である。 

 

 

 

 

 

 

 

富山県 ¥7,300 中間型 秋田県 ¥1,360 広域型

栃木県 ¥6,868 広域型 石川県 ¥1,307 広域型

福井県 ¥6,197 広域型 岩手県 ¥1,253 広域型

奈良県 ¥6,156 中間型 三重県 ¥1,207 都市近郊型

茨城県 ¥6,062 都市近郊型 静岡県 ¥1,165 中間型

三重県 ¥5,820 都市近郊型 富山県 ¥1,150 中間型

石川県 ¥5,677 広域型 鳥取県 ¥1,138 広域型

滋賀県 ¥5,618 中間型 京都府 ¥1,047 都市型

埼玉県 ¥5,588 都市型 福井県 ¥1,033 広域型

岩手県 ¥5,575 広域型 福島県 ¥1,006 広域型

熊本県 ¥3,109 コンパクト 和歌山県 ¥677 中間型

高知県 ¥2,799 コンパクト 北海道 ¥661 コンパクト

北海道 ¥2,780 コンパクト 大阪府 ¥642 都市型

島根県 ¥2,753 中間型 長野県 ¥632 広域型

宮崎県 ¥2,699 コンパクト 山梨県 ¥626 都市近郊型

山梨県 ¥2,588 都市近郊型 千葉県 ¥624 都市型

佐賀県 ¥2,197 コンパクト 佐賀県 ¥608 コンパクト

福岡県 ¥1,993 中間型 宮崎県 ¥586 コンパクト

長崎県 ¥1,783 コンパクト 大分県 ¥583 コンパクト

沖縄県 ¥1,259 都市型 沖縄県 ¥285 都市型

年間一世帯当たりの消費金額
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【結論】 

２０２０年の「東京オリンピック・パラリンピック」開催が決まり、訪日外国人旅行者の増加が期

待される。また、観光庁が推進しているビジット・ジャパンの効果もあり、２０１３年には史上初の

１０００万人を突破した。「観光立国」の推進体制を強化していく具体策として「観光地域づくり」が

あげられる。 

しかし、各都道府県一律の取組では効果が薄くなってしまう可能性もある。 

 

「地域の環境整備」、「その土地の暮らしやすさ」、「利便性の向上」等、同じ環境を持った地域で外

国人旅行者の誘致が出来ている地域を見本にする。外国人旅行者を増加させるためには、観光資源だ

けでなく、特定の国へのマーケティング戦略で、効果的に認知を高める等の可能性が発見できた。今

回のデータ分析からの分析効果（マイニング効果）といってよさそうである。 

また、観光地としてのアピールを海外に向け発信し認知を高めることも大切だか、訪れた外国人旅

行者が SNS 等を利用し「口コミ」をどれだけ活性化できるか等、仕掛けの検討も必要である。 

 

■オープンデータの背景 

 このように、発見された関連データの因果を掘り下げ、思いもよらぬ仮説にたどり着くことがビッ

グデータ時代に取組める要素のひとつである。社内にある部門間を飛び越えたデータや公共のオープ

ンデータ、これから活性化される企業間のデータが新しいイノベーションの引き金になり国内産業を

活性化していくことができる可能性がある。 

データの取り扱いでは、整っていないデータをきれいにする「データクレンジング」や、「非定型デ

ータ」を分析できるように「定型化」する等の作業が必要になる。正しいデータ分析の手順や準備が

可能性のある結果を導ける。 

 

■アイズファクトリーについて 

アイズファクトリーは設立以来、数値データ、テキストデータの解析とそれを応用できるシステム

開発に特化した解析専門企業です。各種データを客観的に解析できることに評価をいただき 

先端データ解析に取組まれる企業をはじめ、新たにデータ解析に取組まれる企業へ人材育成、解析運

用、解析ツール提供など、ビッグデータをワンストップでサポートする会社です 

※１（各地に訪れる外国人旅行者のべ人数） 

□会社概要 

株式会社アイズファクトリー 

設立 ： 2000年4月25日 

代表者： 代表取締役 大場智康（理学博士） 

資本金： 130,971千円 

□本件に関するお問い合わせ 

TEL  ： 03-5259-9004 

E-mail： mrk@isfactory.co.jp 

担当 ： マーケティング部 西村・生田 

http://bodais.jp/company/ 

mailto:mrk@isfactory.co.jp
http://bodais.jp/company/

